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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
２
日
か
ら
８
日
ま

で
の
７
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
27
年
度
会

計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
28
年
度
補
正
予
算
な

ど
11
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛
成

で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
の
本
会
議
で
１
名
の
議
員
が
緊

急
質
問
を
行
い
、
台
風
10
号
に
よ
る
被
害
状
況

や
災
害
復
旧
の
進
め
方
を
確
認
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

決

算

の

概

要

決

算

の

概

要

全天候型トラックで行われた　小中学校陸上記録会　　　

９月定例会議９月定例会議

決算審査を行う監査委員

27年度決算

認定

住住みみ続続けたいけたい まちづくりまちづくりへへ前進前進

●27年度決算状況
会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）
一般会計 70億5272万円 63億9644万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 13億 563万円 12億6339万円
簡易水道事業 5億 854万円 4億9369万円
農業集落排水事業 2億 108万円 1億9427万円
後期高齢者医療事業 7142万円 6778万円

国保葛巻病院事業
(収益的収支） 9億1858万円 8億6540万円
(資本的収支） 8億3553万円 8億6852万円

合　　　計 108億9350万円 101億4949万円

※
病
院
事
業
会
計
の
決
算
は
、

７
月
定
例
会
議
で
認
定
し
ま
し

た
が
、
特
別
会
計
の
決
算
額
に

含
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

財政健全化判断比率は ｢健全｣ を維持
　「財政健全化法」に基づく、27年度の一般会計、
特別会計、第３セクターの決算を含めた各指標は、
いずれも基準を下回りました。

※各指標の(  )内の％は早期健全化の基準で、数値が低
いほど健全な財政運営になります。
※将来負担比率は、将来負担見込額が充当可能な財源
の額を下回り、比率なしとなりました。

●健全化判断比率
各　指　標 27年度 26年度 比較

実 質 赤 字 比 率 (15%) 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 (20%) 赤字なし 赤字なし －
実 質 公 債 費 比 率 (25%) 5.8% 6.4% △0.6
将 来 負 担 比 率 (350%) なし なし －

　

27
年
度
決
算
は
す
べ
て
の

会
計
が
黒
字
で
す
。
各
種
財

政
指
標
も
改
善
さ
れ
、
財
政

運
営
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変

化
の
影
響
に
よ
る
、
町
税
な

ど
の
収
入
の
落
ち
込
み
を
見

据
え
、
今
後
も
健
全
な
行
政

運
営
を
望
み
ま
す
。

　

景
気
の
回
復
が
地
方
ま
で

浸
透
し
て
い
な
い
中
、
普
通

税
と
国
保
税
を
合
わ
せ
た
町

税
全
体
の
収
納
率
は
昨
年
度

を
上
回
り
、
ま
た
軽
自
動
車

税
も
完
納
し
ま
し
た
。
職
員

医
療
・
福
祉
・
教
育
施
設
を
充
実

　

27
年
度
の
一
般
会
計
と
５

特
別
会
計
の
支
出
額
は
１
０

１
億
４
９
４
９
万
円
で
前
年

度
比
４
億
３
４
６
５
万
円
、

４･

５
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
支
出
総
額

63
億
９
６
４
４
万
円
で
前

年
度
比
１
億
４
８
２
０
万

円
、
２
・
４
％
の
増
加
で
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

工
事
、
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
改
修
工
事
な
ど
、

ハ
ー
ド
事
業
の
実
施
が
増
額

の
主
な
要
因
で
す
。

　

５
特
別
会
計
の
支
出
総
額

は
、
37
億
５
３
０
５
万
円
で

前
年
度
比
２
億
８
６
４
６
万

円
、８
・
３
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

27
年
度
は
、
医
療
・
福
祉
・

教
育
施
設
の
ハ
ー
ド
事
業
の

整
備
を
進
め
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
な
住
み
続
け
た
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
さ
ら

に
前
進
し
た
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

会
計
別
の
決
算
状
況
は
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

の
徴
収
取
り
組
み
に
対
す

る
、
創
意
工
夫
の
成
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
山
村
の
先
駆
的

モ
デ
ル
を
目
指
し
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
問

題
解
決
に
向
け
た
各
種
施
策

を
精
力
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
全
国
自
治
体
の
多
く
が

抱
え
る
自
主
財
源
不
足
の
財

政
構
造
に
あ
る
中
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
財
源
を
活
用

し
、
引
き
続
き
一
歩
先
ゆ
く

施
策
の
推
進
を
期
待
し
ま

す
。

●資金不足比率
　経営健全化基準は20％で、簡易水道事業、
農業集落排水事業のいずれも資金不足は発生
していません。
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ハード事業が増加ハード事業が増加 町町のの貯金貯金がが5050億円億円超超ええ

　

歳
入
総
額
は
70
億
５
２
７

２
万
円
で
、
前
年
度
比
４
億

２
２
５
５
万
円
、
６
・
４
％

の
増
加
で
す
。

　

歳
入
全
体
の
約
５
割
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
35
億
４

６
０
４
万
円
で
、
前
年
度
比

１
億
２
４
９
万
円
、
３
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
12

億
２
７
５
２
万
円
で
、
総
合

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

改
修
工
事
や
葛
葉
荘
の
改
築

事
業
な
ど
普
通
建
設
事
業
費

の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
７

億
５
９
９
万
円
、
１
３
５
・

４
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
税
は
、
４
億
７
５
７
４

万
円
で
固
定
資
産
税
な
ど
の

減
に
よ
り
、
前
年
度
比
76
万

円
、
０
・
２
％
減
少
し
ま
し

た
。

　

歳
出
総
額
は
、
63
億
９
６

４
４
万
円
で
前
年
度
比
１
億

４
８
１
９
万
円
、
２
・
４
％

の
増
加
で
す
。

　

衛
生
費
は
10
億
１
８
７
５

万
円
で
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
大

規
模
改
修
工
事
の
実
施
に
よ

り
、
前
年
度
比
１
億
９
３
４

０
万
円
、
23
・
４
％
増
加
し

ま
し
た
。

　

土
木
費
は
３
億
５
５
８
８

万
円
で
、
道
路
河
川
災
害
復

旧
事
業
（
24
・
25
年
災
）
の

完
了
に
よ
り
、
前
年
度
比
１

億
３
０
７
７
万
円
、26
・
９
％

の
減
少
で
す
。

　

公
債
費
（
借
入
金
の
返
済

額
）
は
前
年
度
比
１
５
３
４

万
円
、
２
・
４
％
減
少
し
ま

し
た
。

　

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
51

億
９
６
８
４
万
円
で
、
前
年

度
比
４
億
６
６
３
７
万
円
、

９
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
残
高
は

97
億
８
６
２
２
万
円
で
、
前

年
度
比
１
億
５
３
４
１
万

円
、
18
・
６
％
の
増
加
で
す
。

27年度一般会計の支出を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 8.5％
子供への
仕送り
83,000円

負担金等 25.4％

年金･保険料等
246,000円

物件費 13.6％
光熱水費等
132,000円

建設事業費 22.4％
家の増改築等
217,000円

公債費 9.8％
住宅ローン等
95,000円

扶助費 8.4％
医療費等
81,000円

人件費 11.9％
食費
115,000円

969,000円
28年3月末の人口

6,600人 ］［
昨年より家の
増改築費が
減ったわ

円

等

5％

円

4％

項　目 摘　　　　要

総務費 町の財産管理や町税の事務などに充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営など社会保
障に充てる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業などに
充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元利償
還金

農林水産業費 農林・畜産業の振興などに充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に充て
る経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他の経費 商工費､ 労働費､ 諸支出金､ 予備費などの経
費

項　目 摘　　　　要

自
主
財
源

﹇
町
が
自
力
で
収

入
で
き
る
お
金

﹈

町税 町民税や固定資産税など、町民の皆
さんからの税金

諸収入 町税の延滞金や預金利子など

その他の
自主財源

保育所などの利用者が負担するお金
や、他の収入科目に含まれないお金

依
存
財
源

﹇
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

﹈

地方交付税 町の財政需要の状況により国から配
分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関など
から借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらうお金

県支出金 事業を行うために県からもらうお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、地方譲与税、自
動車取得税交付金など

町の貯金が
増えたよ

衛生費が増
加したね

27年度一般会計決算を見る

民生費
12億3962万円
19.4％

民生費
12億3962万円
19.4％

民生費
12億3962万円
19.4％

歳入
71億円歳出

64億円

衛生費
10億1875万円
15.9％

衛生費
10億1875万円
15.9％

衛生費
10億1875万円
15.9％

総務費
14億6558万円
22.9％

総務費
14億6558万円
22.9％

総務費
14億6558万円
22.9％

農林水産業費
5億3910万円
8.4％

農林水産業費
5億3910万円
8.4％

農林水産業費
5億3910万円
8.4％

公債費
（借入金の返済額）
6億2839万円
9.8％

公債費
（借入金の返済額）
6億2839万円
9.8％

公債費
（借入金の返済額）
6億2839万円
9.8％

土木費
4億8665万円
7.8％

土木費
4億8665万円
7.8％

土木費
3億5588万円
5.6％

消防費
2億8233万円　4.5％
消防費
2億8233万円　4.5％
消防費
2億7844万円　4.4％

その他の経費
4700万円
0.7％

その他の経費
4700万円
0.7％

その他の経費
8880万円　1.4％

議会費
6741万円　1.1％
議会費
6741万円　1.1％
議会費
7518万円　1.2％

町税
4億7574万円
6.7％

町税
4億7574万円
6.7％

町税
4億7574万円
6.7％

諸収入
1億4560万円
2.2％

諸収入
1億4560万円
2.2％

諸収入
1億4586万円
2.1％

その他の自主財源
5億8655万円
8.3％

その他の自主財源
5億8655万円
8.3％

その他の自主財源
5億8655万円
8.3％

地方交付税
35億4604万円
50.3％

地方交付税
35億4604万円
50.3％

地方交付税
35億4604万円
50.3％

町債（借入金）
12億2752万円
17.4％

町債（借入金）
12億2752万円
17.4％

町債（借入金）
12億2752万円
17.4％

国庫支出金
4億3838万円
6.2％

国庫支出金
4億3838万円
6.2％

国庫支出金
4億3838万円
6.2％

県支出金
3億4438万円
5.2％

県支出金
3億4438万円
5.2％

県支出金
4億2093万円
6.0％

その他依存財源
8433万円　1.3％
その他依存財源
8433万円　1.3％
その他の依存財源
2億1170万円
3.0％

依存財源　58億4460万円
82.9％

依存財源　58億4460万円
82.9％

依存財源　58億4460万円
82.9％

教育費
7億670万円
11.0％

教育費
7億670万円
11.0％

教育費
7億670万円
11.0％

自主財源
12億816万円
17.1％

自主財源
12億816万円
17.1％

自主財源
12億816万円
17.1％
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決算特別委員会
定
住
住
宅
の

入
居
状
況
は

総
合
運
動
公
園

利
用
の
状
況
は

国
保
税
の
徴
収

今
後
の
戦
略
は

江
刈
簡
易
水
道

工
事
の
状
況
は

携
帯
電
話
の

不
感
地
帯
は

新
酪
農
構
想

活
動
実
績
は

自
主
財
源
確
保

今
後
の
対
策
は

牧
草
地
の
除
染

今
後
の
計
画
は

町
有
林
の
伐
採

再
造
林
計
画
は

総
務

企
画

教
育

委
員
会

国
保

会
計

建
設

水
道

総
務

企
画

農
林

環
境

総
務

企
画

農
林

環
境

農
林

環
境

　
　

中
村
地
区
と
五
日
市
地

区
に
整
備
し
た
定
住
促
進
住

宅
の
、
入
居
状
況
は
。

　
　

中
村
地
区
は
６
戸
の
う

ち
５
世
帯
10
人
、
五
日
市
地

区
は
６
戸
の
う
ち
３
世
帯
３

人
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
か
ら
移
住
す
る
方
を

優
先
的
に
入
居
さ
せ
て
い
ま

す
。

　
　

総
合
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ン
ド
改
修
後
の
、
利
用

状
況
は
。

　
　

施
設
改
修
前
と
比
較
し

て
、
利
用
者
が
約
５
千
人
増

加
し
ま
し
た
。
人
工
芝
の
整

備
に
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー
競
技

の
大
会
が
多
く
開
催
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
増
加
の
要
因
で

す
。

　

施
設
の
利
用
者
か
ら
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
快
適
な
環
境
で
利
用
で

き
る
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
、

今
後
の
徴
収
戦
略
は
。

　
　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
工

事
の
進
行
状
況
と
、
台
風
10

号
に
よ
る
工
事
完
成
箇
所
の

被
害
状
況
は
。

　
　

27
年
度
末
の
工
事
の
進

行
率
は
38
％
で
、
計
画
ど
お

り
進
ん
で
い
ま
す
。

　

台
風
10
号
に
よ
り
江
刈
地

区
の
本
木
橋
付
近
の
国
道
が

決
壊
し
、
敷
設
し
て
い
た
水

道
管
が
破
損
し
て
応
急
対
応

し
ま
し
た
が
、
本
格
復
旧
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
状
況

で
す
。

　
　

町
内
の
携
帯
電
話
不
感

地
帯
の
状
況
と
、
今
後
の
解

消
計
画
は
。

　
　

町
内
の
携
帯
電
話
の
世

帯
カ
バ
ー
率
は
99
％
で
、
約

20
世
帯
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

一
部
の
不
感
地
帯
で
、
屋

外
音
声
放
送
施
設
を
増
設

し
、
最
低
限
の
緊
急
情
報
や

災
害
情
報
を
入
手
で
き
る
よ

う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

通
信
業
者
に
働
き
か
け
を

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
解
消

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　
　

新
く
ず
ま
き
型
酪
農
構

想
の
実
現
に
向
け
た
、
活
動

実
績
は
。

　
　

新
酪
農
構
想
の
実
現
に

向
け
て
、
先
進
地
へ
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
海
外

の
大
規
模
酪
農
家
の
先
進
事

例
を
学
ぶ
た
め
に
カ
ナ
ダ
を

視
察
し
、
国
内
で
は
、
群
馬

県
の
酪
農
家
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
　

自
主
財
源
確
保
に
向
け

た
、
今
後
の
対
策
は
。

　
　

自
主
財
源
の
中
心
と
な

る
町
税
の
確
保
対
策
と
し

て
、
役
場
内
に
税
徴
収
の
特

別
対
策
本
部
を
設
置
し
、
課

長
職
に
よ
る
税
徴
収
の
訪
問

や
、
県
の
滞
納
整
理
機
構
と

連
携
し
た
滞
納
処
分
な
ど
で

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
　

牧
草
地
の
除
染
事
業
実

績
と
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　

27
年
度
ま
で
に
約
７
０

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
染
を
行

い
、
28
年
度
は
約
２
２
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
更
新
予
定
で
す
。

　

除
染
計
画
面
積
の
２
０
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て

46
％
の
実
施
見
込
み
で
す

が
、
残
り
の
面
積
は
、
傾
斜

地
な
ど
で
作
業
が
困
難
な
状

況
で
す
。

　
　

町
有
林
の
伐
採
、
再
造

林
の
計
画
は
。

　
　

定
期
的
な
林
内
巡
回
で

町
有
林
の
状
況
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
伐
採
の
適
期
に
達

し
て
い
る
町
有
林
は
、
市
場

相
場
な
ど
を
見
な
が
ら
伐
採

を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
樹
種
選
定
や
造
林

費
用
な
ど
に
考
慮
し
な
が
ら

再
造
林
を
進
め
、
健
全
な
町

有
林
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
（
柴
田
勇
雄
委
員

長
、
山
岸
は
る
美
副
委
員
長
）
を
設
置

し
、
９
月
７
日
に
各
会
計
の
27
年
度
決

算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一 般
会 計

特 別
会 計

問問

問

問

問

問 問

問

問

答答

答 答

答

答 答

答

答

カナダの牧場を視察する町内の酪農家ら

～町のお金をどう使った？～～町のお金をどう使った？～27年度決算を検証27年度決算を検証

　
　

納
付
機
会
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
24
時
間
納
付
が
可

能
な
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
滞
納
整
理
機

構
と
の
連
携
強
化
や
、
分
納

誓
約
な
ど
、
さ
ら
に
き
め
細

や
か
な
対
応
で
、
収
納
率
の

向
上
に
努
め
ま
す

改修後の総合運動公園多目的グランドの
人工芝でサッカー競技を行う選手

賛
成
討
論
（
要
約
）

鈴
木　

満　

議
員

　

私
は
、
27
年
度
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
を
認
定
す
る
こ
と
に
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
鈴
木
町
政
３

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、
施
政

方
針
で
掲
げ
た
３
つ
の
重
点

施
策
が
大
き
く
前
進
し
た
１

年
で
し
た
。

　
「
安
心
し
て
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
１

０
０
円
バ
ス
の
運
行
を
継
続

し
、
住
民
生
活
の
足
の
確
保

を
図
り
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、

自
主
防
災
隊
用
の
装
備
品
を

充
実
す
る
な
ど
、
地
域
防
災

力
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
「
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
子
育
て
支
援
と
な
る

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
新
設
、
児
童
生
徒

医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校

生
に
ま
で
拡
充
し
て
無
料
化

に
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し

た
。

　
「
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
今
後
15
年
間

の
町
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

総
合
計
画
を
策
定
し
た
ほ

か
、
町
の
人
口
減
少
問
題
や

地
方
創
生
に
向
け
た
基
本
目

標
を
定
め
た
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
道
筋
が
新
た
に
示

さ
れ
ま
し
た
。　

　

一
般
会
計
は
、
各
種
事
業

が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
総
合
的
に
高
く
評
価
し

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
予
算
の
趣
旨
に
沿
っ
た
執

行
が
さ
れ
て
お
り
、
所
期
の

目
的
が
達
成
し
た
と
感
じ
ま

す
。

■
反
対
討
論
な
し

　

今
後
、
陸
上
合
宿
の
誘
致

や
陸
上
教
室
の
開
催
な
ど

で
、
子
供
た
ち
の
陸
上
競
技

力
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
し
ま
す
。
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町
中
心
部
振
興
の

核
と
な
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
葛
巻
駅

構
内
の
土
地
取
得
と
「
ま
ち

な
か
道
の
駅
」
整
備
計
画
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
交
流
拠

点
施
設
候
補
地
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
葛
巻
駅
周
辺
を
想
定

し
、
商
工
会
関
係
者
と
協
議

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

土
地
取
得
や
全
体
事
業
費
の

問
題
な
ど
、
事
業
化
に
向
け

た
課
題
が
多
い
状
況
で
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
が
１
カ
所

で
様
々
な
用
事
を
済
ま
す
こ

と
が
で
き
る
利
便
性
の
高
い

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
（
※
）

的
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

構
想
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
な
ど
を

踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
Ｊ
Ｒ

バ
ス
葛
巻
駅
構
内
の
土
地
取

得
の
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
は
、
各
商
店
を
対
象
に

商
店
設
備
導
入
事
業
、
持
続

可
能
な
産
業
づ
く
り
事
業
で

助
成
支
援
し
、
今
年
度
は
店

主
の
や
る
気
と
個
店
の
魅
力

づ
く
り
を
目
的
に
「
成
功
店

モ
デ
ル
創
出
・
波
及
効
果
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
の
補
助
事
業
を

導
入
し
て
、
旧
町
屋
な
ど
を

利
用
し
た
食
を
中
心
と
し
た

も
の
づ
く
り
工
房
の
整
備
や
、

空
き
店
舗
活
用
、
後
継
者
育

成
調
査
を
実
施
し
て
、
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

バイパス整備後の活性化策は

ものづくり工房など拠点を整備
柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　
　

町
中
心
部
の
「
ま

ち
な
か
」
支
援
事
業
の
成
果

と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
ま
ち
な
か
」
の

に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
に
20

年
度
か
ら
商
工
会
な
ど
で
組

織
す
る
「
ま
ち
な
か
活
性
化

協
議
会
」
が
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
葛

巻
駅
構
内
を
利
用
し
、
四
季

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
町
で
は

助
成
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
円
バ
ス
の
利
用
な

ど
か
ら
、
四
季
の
ま
つ
り
と

し
て
定
着
し
、
町
民
が
「
ま

ち
な
か
」
に
集
う
き
っ
か
け

や
に
ぎ
わ
い
機
運
の
醸
成
、

町
中
心
部
の
魅
力
づ
く
り
に

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

だ
け
で
な
く
、
日
常
的
に
町

中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
が
大
切

で
、
個
店
へ
の
誘
客
、
売
上

げ
の
増
加
の
ほ
か
、
魅
力
あ

る
「
も
の
づ
く
り
工
房
」
を

整
備
し
、
町
外
か
ら
の
来
訪

を
図
る
施
策
が
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

バ
イ
パ
ス
整
備
後

の
、
町
中
心
部
の
動
向
と
活

性
化
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
　

バ
イ
パ
ス
機
能
が

整
備
さ
れ
る
と
中
心
市
街
地

が
素
通
り
さ
れ
る
心
配
が
あ

る
一
方
で
、
交
通
量
の
減
少

か
ら
安
全
に
歩
い
て
楽
し
め

る
環
境
に
な
り
ま
す
。

　

素
通
り
さ
れ
な
い
活
性
化

策
は
、
町
民
を
は
じ
め
観
光

客
な
ど
多
く
の
方
々
に
「
ま

ち
な
か
」
に
足
を
運
ん
で
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

多くの人でにぎわう、まちなか紅葉まつり（葛巻駅構内）

議
員

議
員

町
長

町
長

一般質問～ 今今ここが聞きたい ～

問

答

移住定住者の永住策は

関 連 団 体 と 連 携 を 強 化
　
　
　
　

移
住
・
定
住
を
永

住
に
つ
な
ぐ
、
ソ
フ
ト
面
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
総
合
計
画
で
最

重
要
課
題
の
一
つ
を
人
口
減

少
問
題
と
位
置
づ
け
、
本
年

４
月
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛

巻
推
進
室
」
を
新
設
し
、
移

住
・
定
住
施
策
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
点
化
し
、
観
光
・

交
流
分
野
な
ど
で
の
交
流
人

口
の
拡
大
と
合
わ
せ
た
包
括

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

移
住
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
充
実
し
た
生
活
が
送
ら

れ
る
よ
う
、
総
合
的
な
相
談

支
援
体
制
を
構
築
し
、
移
住

者
の
皆
さ
ん
の
状
況
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
支
援
制
度
な

ど
を
一
層
充
実
し
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
者
を
「
永
住
」

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

移
住
・
定
住
者
の
受
け
皿
と

な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

含
め
た
様
々
な
主
体
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者

や
活
用
可
能
な
空
き
家
情
報
、

新
た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
で
、

連
携
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
者
が
、
気
軽

に
相
談
や
支
援
が
受
け
ら
れ

る
体
制
と
し
て
、
各
地
域
の

同
年
代
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
も
必
要
な

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

移
住
者
と
地
域
住
民
、
移

住
者
同
士
が
交
流
す
る
場
の

創
出
や
、
産
業
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創
出
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
担
う

人
材
の
育
成
な
ど
、
受
け
入

れ
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

葛巻町への移住者らが参加し、東京都で開催された
移住者セミナー

議
員

議
員

町
長

町
長

一般質問

　
　
　
　

人
口
減
少
対
策
に
、

移
住
者
の
声
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
※
）

の
観
点
で
の
充
実
策
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

人
口
減
少
対
策
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
総
務
省

の
補
助
事
業
を
中
心
市
街
地

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月

に
静
岡
県
の
専
門
学
校
の
生

徒
約
15
人
が
来
町
し
、「
ま

ち
な
か
」
の
拠
点
整
備
や
旧

町
家
な
ど
の
魅
力
ア
ッ
プ
の

た
め
に
提
言
を
い
た
だ
く
な

ど
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組

み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　９月５日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取

り
組
み
と
し
て
「
葛
巻
観
光

地
域
づ
く
り
協
議
会
」
内
に
、

移
住
定
住
の
推
進
方
策
検
討

部
会
を
設
置
し
、
移
住
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
、
地
元
企
業

な
ど
を
構
成
員
と
し
て
取
り

組
む
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
移
住
者
の
受
け
皿

と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
関
係
団
体
な
ど
と
の
情
報

交
換
を
密
に
行
い
、
そ
の
場

で
得
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
精

査
し
、早
期
に
施
策
に
反
映
・

実
行
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
者
・
定
住
者

の
受
け
入
れ
に
、
地
域
が
熱

い
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

（
※
）
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　

商
業
地
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
生
活
上
必
要
な
機
能
を
一

定
範
囲
に
集
め
、
効
率
的
な
生

活
や
行
政
を
目
指
す
こ
と

議
員

町
長

（
※
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

　

計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善

を
表
し
、
こ
の
課
程
を
繰
り
返

す
事
で
業
務
の
改
善
な
ど
を
図

る
手
法
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問 常勤医師の確保策は

山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

　
　
　
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
診
察
待
ち
時
間
の
短
縮
策

の
考
え
は
。

　
　
　
　

今
年
度
の
外
来
患

者
数
は
、
１
日
当
た
り
平
均

１
３
８
人
で
、
特
に
月
曜
日

と
火
曜
日
が
多
い
状
況
で
す
。

　

午
後
は
午
前
に
比
べ
て
、

外
来
患
者
数
が
少
な
い
た
め
、

病
院
に
比
較
的
近
い
方
や
時

間
的
に
余
裕
の
あ
る
方
に
は
、

引
き
続
き
午
後
の
受
診
を
、

お
願
い
す
る
考
え
で
す
。

　

な
お
、
10
月
か
ら
眼
科
の

診
療
日
時
が
応
援
医
療
機
関

と
の
調
整
に
よ
り
、
月
曜
日

と
金
曜
日
の
午
後
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
患
者

数
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　

延
長
診
療
医
師
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
医
師
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化
の
考
え
は
。

　
　
　
　

現
在
、
延
長
診
療

は
発
案
者
の
医
師
の
み
が
担

当
し
て
い
ま
す
が
、
過
度
な

負
担
を
防
ぐ
よ
う
に
、
休
息

時
間
を
確
保
す
る
な
ど
の
配

慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

整
形
外
科
医
な
ど
、

常
勤
医
師
の
確
保
の
見
通
し

は
。

　
　
　
　

本
年
４
月
１
日
現

在
の
医
師
充
足
率
は
、
標
準

数
の
４
・
９
に
対
し
て
７
・
９

で
、
県
内
の
医
療
機
関
と
比

較
し
て
も
高
い
充
足
率
で
す
。

　

今
後
も
、
県
や
岩
手
医
科

大
学
な
ど
に
派
遣
依
頼
し
、

医
師
確
保
に
努
め
ま
す
。

議
員

町
長

一般質問

答 関係機関に派遣依頼を継続

議
員

町
長

答 問
受
け
入
れ
体
制

十
分
な
状
況
に

交
流
人
口
の
増
加

受
け
入
れ
体
制
は

　
　
　
　

交
流
人
口
の
増
加

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
公

共
工
事
関
係
者
な
ど
の
、
宿

泊
者
の
受
け
入
れ
体
制
は
。

　
　
　
　

施
設
の
客
室
稼
働

状
況
で
す
が
、
一
時
的
に
満

室
に
な
り
客
室
が
不
足
す
る

場
合
は
、
同
じ
会
社
の
工
事

関
係
者
に
相
部
屋
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
客

室
が
不
足
す
る
場
合
は
、
近

隣
の
宿
泊
施
設
を
紹
介
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
、
十
分
な

受
け
入
れ
体
制
が
構
築
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

産
直
施
設
の
運
営

は
、
利
用
者
の
要
望
に
応
え

ら
れ
て
い
る
状
態
で
す
か
。

　
　
　
　

産
直
の
運
営
団
体

に
対
し
て
適
切
な
施
設
運
営

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
要
請
を

行
い
な
が
ら
、
利
用
者
に
快

適
な
施
設
環
境
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　
　
　
　

外
国
人
に
向
け
た
、

公
共
施
設
等
の
案
内
表
示
は

十
分
で
す
か
。

　
　
　
　

昨
年
度
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
ド
ラ
イ
ブ

マ
ッ
プ
の
英
語
版
と
中
国
語

版
を
製
作
し
ま
し
た
。
案
内

表
示
の
外
国
語
表
記
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
関
係
事
業
の
調
査
や
分

析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討

し
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

葛巻病院の受付・会計窓口の様子

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

問

答

台風被害復旧工事の見通しは

早期実施に向けて調査を進める
　
　
　
　

台
風
10
号
に
よ
る

被
害
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

８
月
30
日
に
襲
来

し
た
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
10
号
は
、
気
象
庁
が
統
計

を
取
り
始
め
て
以
来
、
初
め

て
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
に

直
接
上
陸
し
た
台
風
で
、
東

北
地
方
と
北
海
道
の
太
平
洋

側
の
市
町
村
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

24
時
間
当
た
り
の
最
大
雨

量
は
五
日
市
観
測
所
が
１
２

１
㎜
、
中
外
川
観
測
所
が
１

１
４
㎜
で
、
岩
泉
町
境
の
江

刈
地
区
や
上
外
川
地
区
が
強

い
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
時
点
で
の
各
施

設
の
被
害
状
況
は
、
公
共
土

木
施
設
は
、
河
川
22
カ
所
、

道
路
19
カ
所
、
橋
梁
２
カ
所
、

計
43
カ
所
に
被
害
が
出
ま
し

た
。
な
お
、
災
害
申
請
は
県

と
の
事
前
協
議
が
必
要
の
た

め
、
今
後
、
災
害
件
数
が
変

動
し
ま
す
。

　

農
業
施
設
等
の
被
災
状
況

は
農
道
３
カ
所
、
用
水
路
な

ど
の
農
業
用
施
設
４
カ
所
、

計
７
カ
所
の
ほ
か
林
道
で
６

カ
所
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
業
施
設
等
は
、
現
在
も

調
査
を
継
続
中
で
、
さ
ら
に

被
災
箇
所
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
早
急
に

調
査
を
終
え
、
被
害
状
況
の

全
体
像
を
把
握
し
ま
す
。

　

災
害
復
旧
に
要
す
る
概
算

事
業
費
は
、
公
共
土
木
施
設

に
約
４
億
７
千
万
円
、
農
業

施
設
に
約
９
千
万
円
、
林
道

に
約
２
千
万
円
で
、
合
計
で

約
５
億
８
千
万
円
の
見
込
み

で
す
。

　
　
　
　

災
害
復
旧
事
業
の

予
算
確
保
と
、
復
旧
工
事
の

実
施
時
期
を
伺
い
ま
す
。　

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
、
各
施

設
の
被
害
状
況
の
把
握
と
調

査
、
２
次
被
害
防
止
の
た
め

の
応
急
対
策
を
、
優
先
的
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
既
存

の
予
算
で
対
応
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
早
急
な
対
応
が
必

要
で
住
民
生
活
に
危
険
と
不

河川の増水によって崩落した国道340号と
町道本木遠矢場線（江刈本木地区）

議
員

町
長

緊急質問緊急質問

便
が
生
じ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
予
備
費
で
対
応
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
災
害
復
旧
工
事

を
進
め
る
た
め
に
は
、
国
庫

補
助
の
採
択
に
向
け
た
災
害

査
定
の
準
備
の
た
め
、
被
災

箇
所
の
調
査
や
事
業
費
の
積

算
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
一

定
の
作
業
期
間
を
要
し
ま
す
。

　

災
害
査
定
に
向
け
た
調

査
・
設
計
費
と
、
小
災
害
な

ど
の
町
単
独
修
繕
事
業
費
は
、

被
災
箇
所
の
事
業
費
の
積
算

が
整
い
次
第
、
速
や
か
に
予

算
措
置
し
ま
す
。

　

災
害
復
旧
本
体
工
事
費
は
、

国
庫
補
助
の
災
害
査
定
終
了

後
に
予
算
措
置
し
ま
す
。

　

県
管
理
の
国
道
や
県
道
、

河
川
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事

は
、
町
で
も
被
災
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
早
期
に
復
旧

が
進
む
よ
う
に
、
県
に
し
っ

か
り
と
要
望
を
伝
え
ま
す
。

　

町
民
生
活
へ
の
影
響
が
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、

速
や
か
に
応
急
措
置
を
講
じ

て
い
ま
す
が
、
本
格
復
旧
に

は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
す
。

議
員

町
長

　９月８日の９月定例会議最終日、緊急質問を行いました。
　質問内容が緊急を要するものや、その他やむを得ないと認められる場合に、議会の同意
を得て質問することができます。質問の方法は一般質問に準じて行います。
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定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

○議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

畑
福　
　

弘

山
崎　

邦
廣

大
平　
　

守

柴
田　

勇
雄

鈴
木　
　

満

姉
帯　

春
治

山
岸
は
る
美

辰
柳　

敬
一

高
宮　

一
明

中
崎　

和
久

【９月定例会議】

議案31号 28年度葛巻町一般会計補正予算（第２号）･･･2億7287万円を追加して予算額77
億7296万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案32号 28年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）･･･4264万円を
追加して予算額12億8389万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案33号 28年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）･･･1484万円を追加して
予算額7億1035万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意3号 教育委員会委員の任命の同意･･･中六角保広さん（中村）を任命（新任）すること
に同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意4号 教育委員会委員の任命の同意･･･村木佳子さん（五日市）を任命（再任）すること
に同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意5号 教育委員会委員の任命の同意･･･土谷美保子さん（元木）を任命（再任）すること
に同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定2号 27年度葛巻町一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定3号 27年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定4号 27年度葛巻町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定5号 27年度葛巻町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定6号 27年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

【10月会議】

議案34号 28年度葛巻町一般会計補正予算（第３号）･･･9350万円を追加して予算額78億
6646万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案35号 グリーンテージ浴室改築工事の請負契約の締結･･･請負者：大伸工業（株)【盛岡市】
契約金額：1億6308万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

請

負

契

約

請

負

契

約

補

正

予

算

補

正

予

算

人

事

案

件

人

事

案

件

●
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
浴
室
改

築
工
事

◇
契
約
額　

１
億
６
３
０
８

万
円

◇
工
期　

29
年
３
月
24
日

◇
契
約
相
手　

大
伸
工
業

（
株
）【
盛
岡
市
】

◇
工
事
内
容　

男
女
浴
室
に

電
気
風
呂
を
整
備
し
、
サ
ウ

ナ
室
に
テ
レ
ビ
を
設
置
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計
９月定例会議 2億7287万円

78億6646万円
10月会議 9350万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 4264万円 12億8389万円

簡易水道事業 1484万円 7億1035万円

《主な予算の使いみち》

９月定例会議
 ■ 公共施設等整備基金の積立 ･･････････････････････････････ 2億円
 ■ 葛葉荘改築工事費の増額（車庫、ボイラー棟整備）･････ 3660万円
 ■ 第６分団屯所建設工事費の増額（舗装費など）･･････････ 480万円
 ■ バイオマス廃熱利用施設検討業務費の増額 ･････････････ 233万円
10月会議
 ■ 台風10号被害による災害復旧関連経費 ･･･････････････ 9350万円

　

９
月
定
例
会
議
と
10
月
会
議
で
グ

リ
ー
ン
テ
ー
ジ
浴
室
改
築
工
事
の
請

負
契
約
、
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グリーンテージ浴室をリニューアル

●
教
育
委
員
の
同
意

　

中な
か

六ろ
っ

角か
く

保や
す

広ひ
ろ

さ
ん
（
中

村
）、
村む

ら

木き

佳よ
し

子こ

さ
ん
（
五

日
市
）、
土つ

ち

谷や

美み

保ほ

子こ

さ
ん

（
元
木
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

中
六
角
さ
ん
は
新
任
で
、

任
期
は
31
年
９
月
30
日
ま
で
。

村
木
さ
ん
と
土
谷
さ
ん
は
再

任
で
、
任
期
は
32
年
９
月
30

日
ま
で
。

　

一
般
会
計
に
３
億
６
６
３

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
78

億
６
６
４
６
万
円
と
し
ま
し

た
。
主
な
支
出
は
、
公
共
施

設
等
整
備
基
金
に
２
億
円
の

積
み
立
て
や
、
台
風
10
号
被

害
に
よ
る
災
害
復
旧
関
連
経

費
９
３
５
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

〈議決結果〉議 員 議 員 のの 判 断 判 断

新たに別棟に整備されるグリーンテージ浴室

ふ
る
さ
と
納
税

納
付
状
況
は

台
風
の
被
害
箇
所

年
度
内
の
復
旧
は

総
務

企
画

建
設

水
道

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
納
付

状
況
と
、
返
礼
品
の
選
定
方

法
は
。

　
　

４
月
か
ら
８
月
ま
で

の
納
付
額
は
２
９
０
万
円

で
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
て
、

約
４
・
３
倍
増
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
サ
イ

ト
で
の
申
し
込
み
を
始
め
た

こ
と
が
増
加
の
要
因
で
す
。

　
　

台
風
10
号
に
よ
る
被
害

箇
所
で
、
町
単
独
事
業
分
の

年
度
内
復
旧
の
見
込
み
は
。

　
　

農
地
災
害
の
復
旧
支
援

事
業
を
行
い
ま
す
が
、
来
春

の
耕
作
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

問

問

答

答

【
主
な
質
疑
】

　

返
礼
品
は
第
三
セ
ク
タ
ー

の
特
産
品
が
中
心
で
、
定
期

的
な
会
議
で
選
定
や
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

台風10号による被害箇所を確認する議員（星野川）
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表　紙表　紙（（PPプ エ ラ リ エプ エ ラ リ エ

uerariaueraria  oo
ワ ン ズワ ン ズ

nesnes の皆さん）の皆さん）

編
集
後
記

　

８
月
30
日
、
岩
手
県
に
上
陸
し
た

台
風
10
号
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
、
県
内
の
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
被
害
の
影
響
に
よ
っ
て
、
い

わ
て
国
体
の
軟
式
野
球
競
技
の
岩
泉

町
開
催
が
中
止
と
な
り
、
葛
巻
町
で

開
催
す
る
試
合
が
増
え
ま
し
た
。

　

葛
巻
町
で
は
10
月
２
日
か
ら
４
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
４
日
の
最
終
日
に

は
オ
ー
ル
岩
手
チ
ー
ム
が
勝
利
し
て

大
変
盛
り
上
が
り
、
７
位
入
賞
の
う

れ
し
い
結
果
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

大　

平　
　
　

守

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

7月 63,016円（
（
（

自衛隊父兄会葛巻町
支部定期総会ほか

アットホーム納涼
夏祭りほか

明神穴まつりほか

）
）
）

58,300円
20,000円

8月
9月

N
o.　
　

176
９
月
定
例
会
議

平
成
28年

10月
26日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　「P
プ エ ラ リ エ

ueraria o
ワ ン ズ

nes」の皆さんは、今年の３月に設立
した、町内の酪農や肉用牛の経営に携わっている若
い女性のグループです。現在は定期的に集まり、仕
事や育児などの情報交換を行いながら交流を深めて
います。
　今後は、お互いの経営状況の見学や、町外で先進
的な取り組みを行っている酪農家の視察を計画して
います。

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約52円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は12月２日(金)です。

定期的な会合で情報交換を行う会員の皆さん

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔
いわて国体参加者の声

　始球式という貴重な経験をすることができ良
かったです。３日間補助員で活動し、間近でハ
イレベルな試合を見て刺激を受けました。
　今後葛巻町の野球のレベルが上がり、さらに
野球競技全体が盛り上がって競技人口が増えて
欲しいです。

　町婦協では、お祝いの意味を込めて２色入り
の「へっちょこだんご」を作り、来場者へ振る
舞いました。
　選手や応援団の皆様からは、「おいしい」と
言う声をいただき、準備した300食は、あっと
いう間に無くなりました。

　いわて国体の補助員として２日間参加しまし
た。補助員の仕事では、グラウンド整備が大変
でしたが、震災時の支援に対するお礼の気持ち
を込めて、すばやくてきぱきと行いました。
　各県の代表チームの試合を見ることもでき、
とても良い経験ができました。

　京都、広島、山形、福岡県の応援ポスターを
作りました。県の名産品などを調べて、絵と応
援メッセージを考えて、楽しく作ることができ
ました。当日はベンチに張り、試合後は持って
帰っていただいたのでうれしかったです。

始球式の大役を努める

郷土料理でおもてなし 補助員で大会をサポート

応援ポスターで盛り上げる

長
なが

朶
た

　祐
ゆう

二
じ

　さん
（葛巻高校３年）

鳩岡　八
や

重
え

子
こ

　さん
（葛巻町婦人連絡協議会長）

遠藤　京
きょう

多
た

　さん
（葛巻中学校２年）

鉾
ほこ

谷
たに

　理
り

栞
な

　さん
（小屋瀬小学校５年）
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